
ハッとしました。患者様を顧客と考えることの大切さと私

たちが医療サービスを提供する存在であることを教えら

れたのです」

　木原理事長は、院内改革の第一歩として、患者の名

前に「様」をつけて呼ぶことをスタッフに徹底した。スタッ

フは使い慣れない言葉に抵抗感を示したが、「様」と呼ぶ

ことが定着するにつれ、話し方が丁寧になってきた。

「言葉づかいの教育は、スタッフの人格教育につながり

ます。様をつけて患者様と呼ぶと、それに続く会話が自

然と丁寧な言葉づかいになるものです。そして、言葉が

変われば、行動も変わってきます。スタッフたちが言葉と

行動の関係性に気づき、『このままではいけない。変えて

いこう』と、接遇のあり方を見直すようになったことは、と

てもうれしい変化でした」

　今回、取材で伺った東戸塚にある「木原歯科・内科

医院」は、2005年に開業した通算4軒目の歯科医院だ。

開業時の名称は「木原歯科東戸塚医院」だったが、

2016年に内科を併設。現在の名前に改称した。

　医療法人社団木原会は、1985年、木原和喜理事長

が神奈川県横浜市の新杉田駅前に「木原歯科医院」

（現木原歯科新杉田医院）を開業したことに始まる。

　現在、80名のスタッフを抱える大型歯科グループだ

が、始まりは木原理事長と常勤医、歯科衛生士、歯科助

手、歯科技工士、受付の6人体制だった。

　開業時から木原理事長が大切にしてきたのは、チー

ム医療だ。学生時代、アメリカンフットボールの選手だっ

たこともあり、メンバーが一つの目標に向かって努力す

るチームプレイが好きだった。

　木原歯科医院は順調に成長し、1991年には医療法

人社団木原会を設立した。

　医療法人化を機に、木原理事長は、以前から歯科医

院の方針として温めていた「お客様中心型歯科医院」を

明文化。スタッフの意識改革に着手した。

「私に『患者様はお客様である』と気づかせてくれたの

は、一人の患者様の言葉でした。その患者さんが『木原

先生のところはいいね、いつもお客さんがいっぱいでね』

とおっしゃったのです。『お客さん』という言葉に、私は

　東戸塚で訪問歯科診療を始めたのは、2012年のこ

と。スタート時は通院していた患者のケアが中心だった

が、地域の高齢者が年々、増えていることもあり、依頼の

数も訪問する範囲も拡大しているという。

「2つの歯科医院の違いをあえて言えば、東戸塚はお客

様中心型歯科医院をアップデートした形です。開業時は

歯科医院らしくない歯科医院を目指し、まだ珍しかった

全個室を採用しました」

　開業時のスタッフは、歯科医師が2名、歯科衛生士が６

名、歯科助手が２名、メディカル・ディレクターが１名、歯科

技工士が２名、受付が２名。充実した体制で患者をじっくり

診るため、１日の患者数も24名と予約に余裕を持たせた。

「私は歯科医療に従事する人材は、技術者ではなく、技

能者であるべきだと考えています。万人に対して同じも

のを提供していくのが技術。医療従事者として技術の鍛

錬は必須ですが、働く人たちそれぞれに個性があり、考

え方も違います。そうした個性を優れた技術に重ねた上

で、患者様によりよい治療を提供するのが、技能者だと

思うのです」

　そして、木原会の教育システムで育ったスタッフたちが

優れた技能者集団として、新たな場で診療に取り組んだの

が木原歯科東戸塚医院（現木原歯科・内科医院）だった。

　ではなぜ木原理事長は、開業から11年目に内科部門

を併設しようと考えたのだろうか。

「病気の治療や健康の維持を真摯に考えると、口のなか

だけでは完結しません。全身を診ることも必要になってき

ます。私は以前から歯科と医科が分離し、歯科医師の関

わる範囲が口腔内に限られることに問題意識を持って

いました。そこで、医科と連携し、全身の健康をサポート

する医院にしようと考えたのです」

　折しも内科の院長を務める原口春毅医師は、木原理

事長の患者だった。治療に厚い信頼を寄せていた原口

医師が、木原理事長に開業の相談をしたことがきっかけ

となり、木原歯科・内科医院は誕生した。

　原口医師は、総合的な内科診療も行うが、専門は消

化器内科。「口から肛門まで」の診療が可能になったこと

　新杉田での開業から東戸塚に新たな歯科医院を設け

るまで、20年の歳月が経っているが、その間も木原理事

長の発案によるさまざまな取り組みがあった。

　一つは、1992年開業の「スピックサロンダンティール

桜木町」だ。この歯科医院は、木原会にとってアンテナ

ショップ的な役割を持っていた。

「世紀が変わるときは、価値観の大きな変化があると言

われます。21世紀の歯科医療を模索するなかで、私は

他業種との連携がトレンドになるのではないか、と考えま

した。人々が健康で個性豊かな人生を求めるようになる

と予測したのです。そこで、美容業界とコラボレーション

した歯科医院を開業しました」

　スピックサロンダンティール桜木町には、ヘアスタイリ

ストやネイリストなども在籍。治療と予防医療の提供をコ

ンセプトに、口もとだけでなく、全身の美を目指すライフ

スタイルの提案を目指した。

　他業種との協業であることから、完全な自費診療の歯

科医院でもあった。

「理想的な歯科医院像を求め、高級感のあるインテリア

にもこだわりました。また、診療スタッフだけでなく、プロ

の技術を持つレセプショニスト（受付）とメディカルコー

ディネーター（医療コーディネーター）も揃えていました。

ハイクオリティな歯科医院を目指したスピックサロンダ

ンティール桜木町は、10年で役割を終えましたが、これ

からの医療のあるべき姿を先取りしたと思っています」

　二つめは、神奈川県内でチェーン展開するドラッグス

トアと提携した歯科医院の開業だ。

　ドラッグストアの店舗に併設する形で2003年に「タッ

クデンタルクリニック」を開業した。医療という共通の土

台を持つ薬局と歯科によるコラボレーションである。

　安定的な運営となった開業7年後に、当時の院長に

暖簾分けの形で譲渡したが、これも新しい形の歯科医

院のあり方と言えるだろう。

　3つめは、2005年に新杉田医院の診療時間を24時

間体制にしたことだ。首都圏では初の試みだったという。

　きっかけは、入社したばかりの若いスタッフからの提

案だった。

　木原会では、やりがいを重視し、つねにスタッフに、ど

のような歯科医院であれば働きたいかをたずねている。

そして、経験の浅いスタッフの提案でも、先輩スタッフは

受け入れ、トライしてみるのがルールだ。

「実際に始めてみると、昼とはまったく違う歯科医院にな

りました。事故や事件で緊急を要する患者様が多く来院

したのです。近隣の救急病院から依頼を受けることもあ

りました。夜間の患者様からの感謝の言葉には、昼とは

また違う重みがありました」

　社会的ニーズの高い取り組みだったが、やはり、24時

間診療はスタッフへの負担が大きく、1年で辞めざるを

得なかった。しかし、木原理事長は今も体制が整えば、

24時間診療に取り組みたいという。

　現在、木原会は新杉田医院と東戸塚の木原歯科・内

科医院の２医院体制になっている。書類上は先に開業し

た新杉田医院が本院の扱いになるが、２つの医院に差

はなく、同等の歯科医院として運営されている。

　たとえば、どちらの歯科医院にも訪問診療の部門があ

り、それぞれの地域で活動の範囲を広げている。

　東戸塚の場合は、３階に訪問歯科診療専門部の部屋

があり、専任の歯科医師と歯科衛生士が日々、介護施

設や居宅を訪問している。

で、木原歯科・内科医院はトータルに患者の健康をサ

ポートできるようになった。

「慢性疾患を持つ患者様の体調を踏まえながら、歯科治

療を行ったり、逆に口腔ケアを徹底することで、誤嚥性肺

炎を防いだり、食欲を増進させたりすることができるよう

になりました」

　内科部門を併設した当初は、１階のみで診療を行って

いたが、歯科と内科の連携がよりスムーズになったこと

から、2023年に３階のフロアを拡張。医科用CTと内視

鏡、エコーを備えた内科の検査室も新設した。

　木原会には、1991年に作られた5つの理念がある。

当時のスタッフ全員に、どのような歯科医院がよいと思

うかをアンケート調査し、その結果を基に作成された。

　理念で目を引くのが、業務の質を高めることやオリジ

ナリティのある医療やサービスを提供することに加え、働

くスタッフのやりがいを重視する言葉だ。

　たとえば、1番めの理念は、「木原グループは、社員個

人の豊かな職業人生と豊かな生活を保障する」というも

の。スタッフが充実した人生を送ってこそ、患者によりよ

い医療が提供できるという考え方が根底にある。

　理念の４番めには、「木原グループは、仕事を通して人

格を高め、素晴らしい人間関係を築く場所である」と明

言されている。

「私はスタッフに将来の目標を持つ大切さをつねづね話し

ています。歯科医院の目標を示すと共に、個人の目標を立

てることで、なぜ自分が働いているのかが明確になるから

です。自分の将来像が見えてくると、無駄ないさかいがな

くなり、スタッフの間でお互いに協力しようという気運が

生まれます。それが強いチームを築く力になるのです」

　木原会には15年かけて確立したオリジナルのマニュ

アルがある。毎年、更新される厚いファイルには、１級か

ら６級まで、達成すべき目標や身につけていなければな

らない項目が書かれている。その柱は技術技能、運営管

理、ビジネスマナーの3本だ。

　１級が初級になり、歯科衛生士は３級から、歯科医師

は５級がスタートラインになる。ただし、歯科衛生士は1

級と２級、歯科医師は４級以下の内容も理解しているこ

とが前提でのスタートだ。つまり、歯科衛生士であれば、

1、2級の内容も熟知している必要がある。

「技能者集団は職種を超えて一つになり、医療を提供し

ていかなければなりません。違う職種の仕事についても

知っている必要があるのです。私は職種にかかわらず、

同じ教育をすることが大切と考えています」

　木原理事長は、歯科医院の売上等の経営状況もスタッ

フと共有することが大切と話す。一般企業であれば、経営

に関わる数字を社員も共有するのは当然のことだからだ。

「私が今、大切にしているのは、歯科医院の経営は、家業

から企業へ、というコンセプトです。具体的には、スタッフ

数を100名に増やし、10億円の売上を達成することを目

標にしています。数字の達成が目標なのではなく、スタッ

フたちの生活をより安定させ、設備投資を行い、最先端

の医療の提供には、それくらいの規模が必要と考えてい

るからです。目標は、決して遠いものではなく、数年のう

ちに達成できると考えています」

アイデアを即、実行し、
患者とスタッフのための
豊かな歯科医療を構築

医療法人社団 木原会　
木原歯科・内科医院

理事長  木原 和喜 先生

木原会は神奈川県の新杉田と東戸塚に歯科医院を持ち、
東戸塚には内科も併設。��年の歴史で、時代の先を読む
アイデアを医療に生かしてきた。その歩みを伺った。
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医療法人化を機に
お客様中心型に変革

21世紀にあるべき
歯科医院を目指す

東戸塚駅から徒歩3分の木原歯科・内科医院 オフィスビル1階正面のよく目立つ入り口
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